· 大会要綱
1、競技規定

財）全日本空手道連盟審判規定並びに一部、吉川市空手道連盟審判規定に準ずる。
2.　形競技　
1）審判員は5人制ルールに準じて行う。
2）形競技はフラッグ方式で下記の要領で実施する。

準決勝まで赤・青同時に競技を行い決勝は１人ずつ演武し赤・青の数が多い方を勝ちとする。
※ 幼年・小学1・2年は決勝まで続けて行う。
	競技種目
	1回戦～準決勝まで
	決勝のみ
	最低形数

	幼　年
	基本形のみを行う(1回戦～決勝まで同形を繰返し良い)
	1

	小学1年生～
小学6年生
	基本形のみを行う
(同形を繰返し良い)　　　　　　　　　　　　　　　
	基本形を含み指定形・自由形
(基本形は準決勝までの同形を繰返し良い)
	1

	中学生～高校一般・シニア
	基本形・第1、第2指定形　　　　　
(同形を繰返し良い)　
	予選使用形 以外の自由形
	2


※基本形とは　ﾀｲｷｮｸ1.2・ﾍｲｱﾝ1～5・ﾋﾟﾝｱﾝ1～5・ｹﾞｷｻｲ1.2・ｼﾎｳｹﾊﾞﾅｼとする。
3.　組手競技

1) 審判員は副審2人制ルールに準じて行う。
2）組手競技はトーナメント方式で下記の要領で実施する。（ポイント先取り勝者）
	競技種目
	試合時間
	決　勝
	ポイント　

	幼年～中学･高校･一般有級･シニア
	1分00秒正味
	1分30秒正味
	6ポイント先取

	一般有段
	1分30秒正味
	2分00秒正味
	6ポイント先取　


4）幼年～シニアまで投げ技と足払いは禁止。
5）安全具はメンホー、胴プロテクター、拳サポーター
ファールカップを着用。(小学5生以上はファールカップの着用を義務づける。)
シンガード、インステップガード（白･赤･青）任意とする。
4.　傷害処置

1） スポーツ保険は各団体において必ず加入を義務とし怪我、事故等については各団体が責務を負う。

2） 審判は反則行為や怪我等の配慮や注意を怠らないようにして下さい。
5.　表　彰

1）各種目ベスト8まで表彰する。（組手･形　優勝、準優勝、3位、敢闘賞）但し、種目の参加人数が
少ない場合は、協議により制限します。
6.　※　注意事項
1) 大会終了後は忘れ物やゴミ等は各自が責任を持って管理してください。
